
  
 

 
 

  

 

 

こんな時はすぐに１１９番！ 

●自分で水が飲めない 

●自分で動けない 

●意識がない 

●反応がおかしい 

●全身のけいれんがある 

熱中症の分類と対処方法 

熱中症とは？ 

 体内の水分や塩分のバランスが崩れて体温

調節の機能が働かなくなり、様々な障害を引

き起こす症状のことです。 
  

どんな症状なの？ 

 熱中症には様々な症状があります。詳しい

分類と対処方法は、下の図を見てください。 
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熱中症は予防できます！～熱中症予防のポイント～ 

●温度と湿度に注意！ ●水分・塩分を上手に補給！ ●日常生活でも心がけ！ 

      

      
   
※くれぐれも部屋の冷やしすぎ（夏の快適室温＝25～28度・夏の快適湿度＝55～65％）や塩
分の取りすぎにも注意し、健康的な生活を目指しましょう！       長生郡市消防本部  


